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This paper focuses on the sentence ending particle, “kana” in natural conversations and 
analyzes how it is used in actual communication.  As a result, it was revealed that in terms of 
frequency it is often used with the function to “express ‘doubt’”.  In addition, it would found 
that with regards to the method of use, it not only indicates that a “decision is not established”, 



















として捉える立場（池田, 2011 ; 三宅, 2000）と、「かな」をひとまとまりのものとみ
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本稿では、「BTSJ による日本語話し言葉コーパス（2011 年度版）」（宇佐美 2011）で
提供されている、10 代後半～20 代中盤の日本人大学生の 2 者間会話をデータとして用
いた。各会話は親しい同性の友人同士の会話で、データ数は、男性 10組、女性 9 組の
計 19 会話である。 
 
表 1 会話データの詳細 
 男性 女性 
人数 20 名（M01～M20） 18 名（F01、F02、F03～F20） 
関係 親しい友人 親しい友人 
 
4.2 分析方法 




表 2 「かな」の分類 
表現類型 下位分類 例 
働きかけ 依頼 それ持ってきてもらえないかな 
表出 意志の表出 私はコーヒーにしようかな 
願望の表出 あした天気にならないかな 
述べ立て2 疑いの述べ立て あの人独身かな 









 今回の会話データから抽出した「かな」は、全 243 であった。その表現類型ごとの
出現数を図１に示す。 
 













依頼 意志 願望 疑い 判断





























































276 M20 】】<こんな>{>}話しねーっつーの。 
277 M19 じゃあ、こんな機会だからー。 
278 M20 こんな機会だから<笑いながら>。 
279 M20 <こ>{<},, 

































512 M19 】】<あれ、いつ代わる>{>}んだっけ?、代は。 
513 M20 11 月いっぱいらしいけどね。 
514 M19 <あ>{<},, 










504 F12 もう、ほんと、米、米と味噌としょうゆだけで充分(<笑い>)。 









508 F11 なんか、入ってないかなーって。 
 
この例において、お菓子を断りながらもお菓子を期待してしまうのは F12であるが、
F11 は F12 の立場に立ち、F12 の願望を「かな」を用いて具体的に表現している。そ




































86 F14 こーれー、全然進まないね<笑いながら>。 
87 F13 「F14 あだ名」てさー、とか言えばいいのかな,, 
88 F14 そうそう。 
 
③相手や第 3 者に関する、自信のない判断や認識を述べる 





































675 M10 でも、焼酎がいいんだよ、『いいちこ』が。 
676 M09 まーね。 




















91 F13 え、何かさー、そうやって無理やりに話し出していいのかな?。 
92 F13 それなら、なんか多少はって(あー)感じなんだけどー。 
93 F14 <笑い>何だろうねー。 
94 F13 何だろうねー。 
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97 F14 <笑い><「F13 あだ名」ちゃんは>{<},, 
98 F13 <まー、そこが>{>}。 
99 F14 しっかりマイ・ウェイって感じかな。 
100 F13 えー、ほんとにー?。 
101 F14 うん。 














392 F10 だってさー、別に話し逸れてもいいってこう。 
393 F09 まー、そうだけどさー,, 

































345 M16 何やるんだろうね?、あの子は。 
346 M15 水戸学でしょ?。 
347 M16 あ、そっか、水戸学だ。 
348 M15 うん。 
349 M16 うー<ん>{<}。 
350 M15 <え>{>}、でも「大学名 1」でできんのかな?。 
351 M16 でも、「人名 8」先生とかはそっち系なのかな?、そっち…。 
352 M16 水戸学ってなんか、要するに、儒学とかを,, 
353 M15 だよ<ねー、うーん>{<}。 
354 M16 <取り入れて>{>}とかでしょ。 






















































話・伝達的態度を表したもの」（仁田, 1991, p.34）である。 
 
3
 本稿の例で用いた記号は以下の通りである。（宇佐美 2007 による) 
。     1 発話文が終了したことを示す。 
？。      質問や確認の発話文が終了したことを示す。 
= =      改行される発話と発話の間が，当該の会話の平均的な間の長さより 
も相対的に短いか，間が全くないことを示す。 
＜ ＞｛＜｝  ＜ ＞で囲まれた部分が，他者に発話を重ねられた部分であること
を示す。 
＜ ＞｛＞｝  ＜ ＞で囲まれた部分が，発話を重ねた部分であることを示す。 
（ ）  相手の発話に重なる，短く，特別な意味を持たないあいづちを示す。 
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